
写真：現在の尾上庁舎の外観と屋内の様子

尾 上 庁 舎 の 新 しい 活 用 方 法 を み ん な で 考 えよ う！
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令和７年度

先進地視察・勉強会
職員チーム立ち上げ

令和元年度

ニーズ調査の企画・実施
調査結果の集計・分析

令和２年度

基本ポリシー・コンセプト案策定
市民参加のための企画づくり

令和３年度

Ｑ. 新本庁舎が完成したら、尾上庁舎はどうなるの？
Ａ. 市民生活課窓口および生涯学習センターはこれまで通り利用できます！

　平川市では現在、市役所新本庁舎の建設工事を行っています。
新本庁舎が完成した際には、尾上庁舎の部署の多くが新本庁舎へ
移動し、尾上庁舎には市民生活課の窓口と生涯学習センターの機
能が残ります。したがって、その他の事務室や会議室などの空いたス
ペースをどのように利活用するかが課題となっています。
　そこで、最初の取り組みとして市役所若手職員を中心とした庁内
検討チームを組織し、令和元年度から弘前大学との共同研究事業と
して尾上庁舎の新たな利活用方法の検討を進めています。これまで
に、先進地の視察や様 な々事例から情報を収集し、市民のニーズを
把握するための調査を行ってきました。
　これらの結果などを踏まえ「基本ポリシー」と「３つのコンセプト」案
を策定しました。
　今後は、さらに市民の皆様のご意見を伺いながら具体的な利活用
方法や運営方法を検討していきます。

プロジェクトについて

ココをみんなで考えましょう!

まんが
パーク

カフェ
チャレンジ
ショップ

遊具
広場

生涯学習センター機能
●図書館
●会議室等の使用

市民生活課の窓口
●住民票の写し交付　●住所移動
●課税証明書の発行　etc...

尾上庁舎の新しい活用方法をみんなで考えるプロジェクト、進行中です！

今はここ
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子ども､若者､子育て世代､働く世代､シニア世代など
全ての世代が気軽に利用し､共存できる場所を創り育てる。

基本ポリシー

ニーズに合った特色を持たせる
ことで、利用者が市内２か所の
図書館を選択できるかたちへ。

尾上図書館の
機能拡充

コンセプト １

子どもたちが集う場所は、子育
て世代・祖父母世代の交流の
場にもなることが期待できる。

コンセプト 2

子どもや親子が
集える場所

周辺エリアにはない、平川市の
ひとつの魅力となるような「オン
リーワン」の場所を目指す。

コンセプト 3

紹介したくなる
魅力的な場所

　令和3年1月～2月、尾上庁舎に対するニーズや意見を把握するためアンケート
調査を実施しました。皆様のご協力ありがとうございました。

　日々の生活において「モノ」や「サービス」が満たされ
ている今、これらに対する需要よりも、人とのつながり、
社会的交流から創出される「コト」や「バショ」による心
の充実が求められています。
　新たな尾上庁舎が「コト」を生み出す「バショ」となり、
そこに関わるすべての人がともに成長していく仕組みを
つくることを目標としています。その指針として、右記の基
本ポリシーと3つのコンセプト案を策定しました。
　今後は、これらのポリシーとコンセプト案を軸に、利用
者さらには運営者として関わり得る市民の皆様と一緒
に、より具体的な事業計画を策定し実現を目指します。
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尾上庁舎利活用検討会議 広報紙 【第１号】尾 上 つぼにわ レター　最後まで本紙をお読みいただき
ありがとうございました。タイトルの
“つぼにわ”の言葉には「新しい尾上
庁舎が、季節や時代の変化に合わ
せて絶えず人の手を加えていくこと
で、たくさんの人から愛されるような

“尾上地域の庭”へと育ってほしい」
という想いを込めました。
　今後も、皆様にプロジェクトの様
子をお伝えできるよう不定期で発行
を予定しています。それでは、また
次号でお会いしましょう！

●「本を借りるため・勉強するためだけのスペース」として認知されている。
●「空き時間・迎えを待つ時間」を過ごす場所にもなっている。
●ゆっくり過ごせるスペース （カフェ併設など）への要望も多い。
●用途・年代によって期待する内容にバラつきがある。

編集後記

主な対象：子育て健康課で行う教室の利用者など、各保育施設職員、
尾上地域小学校（金田、猿賀）父兄子育て世代へのアンケート

どのような支援の場が必要？

特になし

悩みを気軽に相談できる
情報を提供してくれる
親子同士が交流できる

講習を受けられる
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どのような設備・機能があると良い？

特になし

室内運動場（簡単な運動）
室内遊具（ボールプールなど）
木育広場（積み木など）
工作実習室（簡単な工作）
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どのような空間があると良い？

無料Wi-Fiに接続できる 22

飲食ができる（カフェなど） 23

靴を脱いでくつろげる 22

授乳などができる 16

読み聞かせができる 17

動物や自然と触れ合える 7

託児スペース（短時間） 16

個別の相談ルーム 11

パソコンが使える 11

●情報共有・交流を希望している。
●子どもと過ごせるかを重視している。

尾上地域在住者（43名）の票数を集計

（古川）

●回答者の年齢は20～39歳が一番多かったが、その他の世代と結果に大きな差はなかった。
●イベントスペースについては好意的な意見が多い。

主な対象：インターネット世代（オンライン回答）インターネットでのアンケート

どのような内容で利用されると良い？

回答者（48名）

望ましい
やや望ましい
どちらでも良い
やや望ましくない
望ましくない

おもちゃ病院
ハンドメイド工房・販売所

イベントスペース
シアター・プラネタリウム
ねぷた展示・絵師作業場

フリーマーケット（農産物など）
宿泊施設（体験型など）

ｅスポーツルーム
スポーツ練習場・武道場

ダンススタジオ

コンサートホール

100%0%

尾上庁舎がどのような施設として利用されると良い？

100%0%
フリースペース

子育て施設
児童・学生向け施設
図書館機能拡充

カフェなどの飲食施設

利用者（208名）

中学生（86名）

図書館機能拡充に関するアンケート 主な対象：市内図書館利用者、尾上中学校2年生（当時）

図書館の利用目的は？

8調べものをする 39

12本・雑誌・新聞を読む 37

1催しへ参加する 9

52自習・仕事をする 45

2そ の 他 8

18目当ての本を借りる 98

17面白い本があれば借りる
134

充実してほしいサービスは？

26返却ポストの増設 54

2催し（おはなし会、展示など） 35

34開館時間の拡大

5赤ちゃんに絵本を贈る 22

1そ の 他 58

82無料Wi-Fi、電源使用
101

50

図書館に期待するスペースは？

23自動販売機コーナー 14

35コミュニティエリア 20

7ロッカールーム

2イベントスペース 26

1会議室・集会室 23

63飲食エリア（店舗を含む） 61

21

20屋外の閲覧スペース 28

46学習室（自習・仕事） 79

2児童用トイレ・授乳室

0読み聞かせスペース 29

1そ の 他 17

43屋内の閲覧スペース
117
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・検索システムの改善　・図書の充実と積極的な紹介
・開館日の拡大　・尾上と平賀の休館日を別 に々

・車椅子やベビーカーと同伴者が閲覧できるスペース
・10代（中高生など）と大人のエリア分け

市職員チームで考えた活用案

市民の皆さんはどんな場所を望んでいる?

※一部抜粋

　尾上庁舎の活用方法については、「市職員チームで考
えた活用案」を叩き台として、市民の皆様とともに再考し

決定していくこととなります。新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により本事業で予定していた企画や会議等
が延期を余儀なくされていますが、感染の状況を考慮し
ながら、右記3つの市民参加の場を設けてスタートする
予定です。市民参加の場への応募方法や内容について
は、市のホームページや広報等で随時お知らせします。

今後の予定

子どもや親子が集う場所のあり方を考える場

新しい利活用について広く意見を集める場

将来の図書館のあり方を考える場

わかったこと

わかったこと

わかったこと


